
　

■
日
向
建
設

日
向
建
設　
　

鎌
倉
市
大
船
１
―

　
　

鎌
倉
市
大
船
１
―
1515
―
３
―
３

　

☎

　

☎
０
４
６
７
・

０
４
６
７
・
4747
・
５
４
５
４

・
５
４
５
４　

 http://www.hyuuga.co.jp
http://www.hyuuga.co.jp

　

部
屋
の
中
の
仕
上
げ
を
考
え

　

部
屋
の
中
の
仕
上
げ
を
考
え

た
と
き
、
壁
を
ど
の
様
に
す
る

た
と
き
、
壁
を
ど
の
様
に
す
る

か
は
大
事
な
要
素
で
す
。

か
は
大
事
な
要
素
で
す
。

　

一
般
的
に
は
簡
単
に
ビ
ニ
ー

　

一
般
的
に
は
簡
単
に
ビ
ニ
ー

ル
ク
ロ
ス
を
張
る
こ
と
が
多
く

ル
ク
ロ
ス
を
張
る
こ
と
が
多
く

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
私
は

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
私
は

和
紙
を
張
る
事
を
勧
め
て
い
ま

和
紙
を
張
る
事
を
勧
め
て
い
ま

す
。
今
ま
で
和
紙
は
襖
に
張
る

す
。
今
ま
で
和
紙
は
襖
に
張
る

こ
と
が
多
く
、
１
枚
の
大
き
さ

こ
と
が
多
く
、
１
枚
の
大
き
さ

に
限
度
が
あ
り
せ
い
ぜ
い
１
ｍ

に
限
度
が
あ
り
せ
い
ぜ
い
１
ｍ

×
２
ｍ
位
の
物
し
か
で
き
ま
せ

×
２
ｍ
位
の
物
し
か
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
少
し
前

ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
少
し
前

か
ら
機
械
で
漉
く
和
紙
が
で
き

か
ら
機
械
で
漉
く
和
紙
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
長
さ
に
制
約
が

る
よ
う
に
な
り
長
さ
に
制
約
が

な
く
な
り
ま
し
た
。
和
紙
の
持

な
く
な
り
ま
し
た
。
和
紙
の
持

つ
落
ち
着
い
た
手
触
り
や
植
物

つ
落
ち
着
い
た
手
触
り
や
植
物

繊
維
の
独
特
な
色
合
い
が
和
室

繊
維
の
独
特
な
色
合
い
が
和
室

・
洋
室
を
問
わ
ず
上
品
な
空
間

・
洋
室
を
問
わ
ず
上
品
な
空
間

に
仕
上
げ
る
事
が
で
き
ま
す
。

に
仕
上
げ
る
事
が
で
き
ま
す
。

　

ビ
ニ
ー
ル
ク
ロ
ス
の
つ
な
ぎ

　

ビ
ニ
ー
ル
ク
ロ
ス
の
つ
な
ぎ

目
は
付
き
合
わ
せ
で
す
が
、
和

目
は
付
き
合
わ
せ
で
す
が
、
和

紙
は
重
ね
継
ぎ
手
に
な
り
ま
す

紙
は
重
ね
継
ぎ
手
に
な
り
ま
す

の
で
、
隙
間
が
あ
く
事
が
な
く

の
で
、
隙
間
が
あ
く
事
が
な
く

重
な
り
部
分
が
と
て
も
オ
シ
ャ

重
な
り
部
分
が
と
て
も
オ
シ
ャ

レ
で
す
。
キ
ズ
や
汚
れ
を
心
配

レ
で
す
。
キ
ズ
や
汚
れ
を
心
配

す
る
場
合
は
、
あ
ま
り
問
題
に

す
る
場
合
は
、
あ
ま
り
問
題
に

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
水
廻

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
水
廻

り
を
避
け
れ
ば
安
心
し
て
選
べ

り
を
避
け
れ
ば
安
心
し
て
選
べ

ま
す
。
空
気
を
軟
ら
か
く
し
て

ま
す
。
空
気
を
軟
ら
か
く
し
て

く
れ
ま
す
し
、
調
湿
効
果
も
あ

く
れ
ま
す
し
、
調
湿
効
果
も
あ

り
ま
す
。
何
と
い
っ
て
も
音
の

り
ま
す
。
何
と
い
っ
て
も
音
の

伝
わ
り
方
が
全
然
変
わ
り
、
人

伝
わ
り
方
が
全
然
変
わ
り
、
人

の
会
話
や
音
楽
の
音
が
と
て
も

の
会
話
や
音
楽
の
音
が
と
て
も

柔
ら
か
く
な
り
ま
す
。

柔
ら
か
く
な
り
ま
す
。

　

素
材
は
コ
ウ
ゾ
・
ミ
ツ
マ
タ

　

素
材
は
コ
ウ
ゾ
・
ミ
ツ
マ
タ

だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
植

だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
植

物
が
使
わ
れ
て
お
り
、
見
た
目

物
が
使
わ
れ
て
お
り
、
見
た
目

に
も
と
て
も
オ
シ
ャ
レ
に
仕
上

に
も
と
て
も
オ
シ
ャ
レ
に
仕
上

が
り
ま
す
。
改
装
や
リ
フ
ォ
ー

が
り
ま
す
。
改
装
や
リ
フ
ォ
ー

ム
の
時
に
は
ぜ
ひ
取
り
入
れ
て

ム
の
時
に
は
ぜ
ひ
取
り
入
れ
て

み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
上

み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
上

質
の
味
わ
い
が
楽
し
め
ま
す
。

質
の
味
わ
い
が
楽
し
め
ま
す
。

終
の
棲
み
家
を
考
え
る

終
の
棲
み
家
を
考
え
る

内
装
―
壁
紙
編

内
装
―
壁
紙
編
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逆
川
は
名
越
に
発
し
て
大

　

逆
川
は
名
越
に
発
し
て
大

町
を
流
れ
、
滑
川
に
合
流
す

町
を
流
れ
、
滑
川
に
合
流
す

る
小
川
だ
。
ホ
タ
ル
を
見
る

る
小
川
だ
。
ホ
タ
ル
を
見
る

こ
と
も
あ
る
清
流
。

こ
と
も
あ
る
清
流
。

　

先
日
、
下
見
に
行
っ
た
。

　

先
日
、
下
見
に
行
っ
た
。

す
る
と
、
大
き
な
青
大
将
が

す
る
と
、
大
き
な
青
大
将
が

川
を
下
っ
て
い
く
。
川
で
蛇

川
を
下
っ
て
い
く
。
川
で
蛇

を
見
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
。

を
見
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
。

子
供
の
頃
に
鳶
と
思
わ
れ
る

子
供
の
頃
に
鳶
と
思
わ
れ
る

大
き
な
鳥
が
急
降
下
、
川
中

大
き
な
鳥
が
急
降
下
、
川
中

の
蛇
を
つ
か
ん
で
飛
び
去
っ

の
蛇
を
つ
か
ん
で
飛
び
去
っ

た
。
養
老
渓
谷
で
は
川
遊
び

た
。
養
老
渓
谷
で
は
川
遊
び

に
夢
中
の
女
性
の
傍
ら
を
蛇

に
夢
中
の
女
性
の
傍
ら
を
蛇

が
泳
い
で
い
っ
た
。

が
泳
い
で
い
っ
た
。

　

イ
ン
ド
で
象
、
ア
フ
リ
カ

　

イ
ン
ド
で
象
、
ア
フ
リ
カ

で
ラ
イ
オ
ン

で
ラ
イ
オ
ン

を
見
る
よ
う

を
見
る
よ
う

な
も
の
で
、

な
も
の
で
、

鎌
倉
で
青
大

鎌
倉
で
青
大

将
を
見
る
の

将
を
見
る
の

に
何
の
不
思

に
何
の
不
思

議
も
な
い
け

議
も
な
い
け

れ
ど
、な
ぜ

れ
ど
、な
ぜ

か
う
れ
し
く

か
う
れ
し
く

な
っ
た
。

な
っ
た
。

　

水
彩　

　

水
彩　

3131

×
4141
㎝

　

鎌
倉
朝
日
に
連
載
中
の
山

　

鎌
倉
朝
日
に
連
載
中
の
山

内
静
夫
さ
ん
（

内
静
夫
さ
ん
（
9494
）
の
「
谷

）
の
「
谷

戸
の
風
」
が
１
冊
の
本
に
ま

戸
の
風
」
が
１
冊
の
本
に
ま

と
ま
り
出
版
さ
れ
た
。
そ
の

と
ま
り
出
版
さ
れ
た
。
そ
の

出
版
を
祝
う
会
が
６
月

出
版
を
祝
う
会
が
６
月
1515
日

市
内
で
開
か
れ
た
。

市
内
で
開
か
れ
た
。

　

山
内
静
夫
さ
ん
は
１
９

　

山
内
静
夫
さ
ん
は
１
９

２
５
年
鎌
倉
生
ま
れ
。
松
竹

２
５
年
鎌
倉
生
ま
れ
。
松
竹

で
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

で
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

（
小
津
安
二
郎
作
品
ほ
か
）、

（
小
津
安
二
郎
作
品
ほ
か
）、

鎌
倉
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
社

鎌
倉
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
社

長
、
鎌
倉
文
学
館
館
長
、
鎌

長
、
鎌
倉
文
学
館
館
長
、
鎌

倉
同
人
会
会
長
な

倉
同
人
会
会
長
な

ど
を
務
め
た
。

ど
を
務
め
た
。

　

会
に
は
、
各
界

　

会
に
は
、
各
界

で
山
内
さ
ん
と
交

で
山
内
さ
ん
と
交

流
の
あ
っ
た
人
た

流
の
あ
っ
た
人
た

ち
約
１
３
０
人

ち
約
１
３
０
人

が
出
席
、
幼
い
こ

が
出
席
、
幼
い
こ

ろ
か
ら
親
交
の
あ

ろ
か
ら
親
交
の
あ

っ
た
俳
優
の
中
井

っ
た
俳
優
の
中
井

貴
一
さ
ん
・
貴
恵

貴
一
さ
ん
・
貴
恵

さ
ん
、
映
画
監
督

さ
ん
、
映
画
監
督

の
篠
田
正
浩
さ
ん

の
篠
田
正
浩
さ
ん

（
8888
）や
星
野
椿
さ

）や
星
野
椿
さ

ん
・
高
士
さ
ん
ら

ん
・
高
士
さ
ん
ら

も
か
け
つ
け
た
。

も
か
け
つ
け
た
。

　

は
じ
め
に
、
中
井
貴
一
さ

　

は
じ
め
に
、
中
井
貴
一
さ

ん
が
「
山
内
夫
妻
は
僕
た
ち

ん
が
「
山
内
夫
妻
は
僕
た
ち

に
と
っ
て
期
待
の
星
で
す
。

に
と
っ
て
期
待
の
星
で
す
。

こ
う
い
う
集
い
を
大
切
に
、

こ
う
い
う
集
い
を
大
切
に
、

益
々
お
元
気
で
」
と
挨
拶
。

益
々
お
元
気
で
」
と
挨
拶
。

　

篠
田
さ
ん
は
、
小
津
監
督

　

篠
田
さ
ん
は
、
小
津
監
督

は
、
山
内
さ
ん
の
出
会
い
で

は
、
山
内
さ
ん
の
出
会
い
で

鎌
倉
で
の
日
本
人
の
暮
ら
し

鎌
倉
で
の
日
本
人
の
暮
ら
し

方
を
み
て
、
そ
れ
が
多
様
な

方
を
み
て
、
そ
れ
が
多
様
な

日
本
人
を
描
く
き
っ
か
け
と

日
本
人
を
描
く
き
っ
か
け
と

な
っ
た
と
評
価
し
て
い
た
。

な
っ
た
と
評
価
し
て
い
た
。

　

山
内
さ
ん
は
、「
古
い
友

　

山
内
さ
ん
は
、「
古
い
友

だ
ち
に
も
会
え
て
う
れ
し

だ
ち
に
も
会
え
て
う
れ
し

い
。
長
生
き
し
て
み
る
も
の

い
。
長
生
き
し
て
み
る
も
の

だ
と
思
っ
た
」「『
谷
戸
の

だ
と
思
っ
た
」「『
谷
戸
の

風
』
は
鎌
倉
で

風
』
は
鎌
倉
で
9494
年
間
生
き

年
間
生
き

て
き
た
の
で
、
少
し
は
鎌
倉

て
き
た
の
で
、
少
し
は
鎌
倉

の
こ
と
を
語
り
た
い
と
思
っ

の
こ
と
を
語
り
た
い
と
思
っ

て
書
い
て
い
る
」と
話
し
た
。

て
書
い
て
い
る
」と
話
し
た
。

　

「
谷
戸
の
風
」
は
２
０

　

「
谷
戸
の
風
」
は
２
０

１
３
年
４
月
号
か
ら
掲

１
３
年
４
月
号
か
ら
掲

載
が
始
ま
り
継
続
中
だ

載
が
始
ま
り
継
続
中
だ

が
、
今
回
は
初
回
か
ら

が
、
今
回
は
初
回
か
ら

元
号
が
平
成
か
ら
令
和

元
号
が
平
成
か
ら
令
和

に
変
わ
っ
た
５
月
号
ま

に
変
わ
っ
た
５
月
号
ま

で
の
で
の
6868
回
分
を
１
冊
に

回
分
を
１
冊
に

ま
と
め
た
。
１
５
０
０
円

ま
と
め
た
。
１
５
０
０
円

（
税
別
）
、
冬
花
社
刊
☎
０

（
税
別
）
、
冬
花
社
刊
☎
０

４
６
７
・

４
６
７
・
2323
・
９
９
７
３

・
９
９
７
３

　

※

　

※
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
５

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
５

名
様
）

名
様
）
ハ
ガ
キ
に
氏
名
・

ハ
ガ
キ
に
氏
名
・

年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
と

年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
と

「
谷
戸
の
風
」の
感
想
を
書
い

「
谷
戸
の
風
」の
感
想
を
書
い

て
、
１
面
題
字
下
住
所
の
鎌

て
、
１
面
題
字
下
住
所
の
鎌

倉
朝
日
へ
。
７
月

倉
朝
日
へ
。
７
月
1010
日
消
印

日
消
印

有
効
。多
数
抽
選
。

有
効
。多
数
抽
選
。

　

２
０
１
６
年
に
閉
館
し
た

　

２
０
１
６
年
に
閉
館
し
た

鎌
倉
市
雪
ノ
下
の
鶴
岡
八
幡

鎌
倉
市
雪
ノ
下
の
鶴
岡
八
幡

宮
境
内
の
「
旧
県
立
美
術
館

宮
境
内
の
「
旧
県
立
美
術
館

鎌
倉
」
の
建
築
家
・
坂
倉
順

鎌
倉
」
の
建
築
家
・
坂
倉
順

三
設
計
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築

三
設
計
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築

を
代
表
す
る
建
物
に
、
改
修

を
代
表
す
る
建
物
に
、
改
修

工
事
な
ど
を
し
て
新
た
な
文

工
事
な
ど
を
し
て
新
た
な
文

化
交
流
施
設
と
し
て
４
月
に

化
交
流
施
設
と
し
て
４
月
に

「
鎌
倉
文
華
館　

鶴
岡
ミ
ュ

「
鎌
倉
文
華
館　

鶴
岡
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
」
が
誕
生
し
た
。

ー
ジ
ア
ム
」
が
誕
生
し
た
。

プ
レ
オ
ー
プ
ン
展
の
建
築
公

プ
レ
オ
ー
プ
ン
展
の
建
築
公

開
を
経
て
、
６
月
８
日
か
ら

開
を
経
て
、
６
月
８
日
か
ら

開
館
記
念
「
季
節
展
示
・
夏
」

開
館
記
念
「
季
節
展
示
・
夏
」　

鎌
倉
の
若
宮
大
路
・
二
の

　

鎌
倉
の
若
宮
大
路
・
二
の

鳥
居
か
ら
下
馬
間
の
み
ど
り

鳥
居
か
ら
下
馬
間
の
み
ど
り

の
育
成
の
た
め
に
、
桜
の
木

の
育
成
の
た
め
に
、
桜
の
木

の
周
辺
に
花
植
え
を
行
っ
て

の
周
辺
に
花
植
え
を
行
っ
て

い
る
「
か
ま
く
ら
桜
の
会
」

い
る
「
か
ま
く
ら
桜
の
会
」

（
高
柳
英
麿
会
長
・
会
員

（
高
柳
英
麿
会
長
・
会
員
2525

人
）
が
６
月

人
）
が
６
月
2020
日
、
近
隣
の

日
、
近
隣
の

保
育
園
児
た
ち
を
交
え
て
日

保
育
園
児
た
ち
を
交
え
て
日

日
草
３
０
０
株
を
植
込
ん
だ

日
草
３
０
０
株
を
植
込
ん
だ

＝
写
真

＝
写
真
。

　

作
業
し
た
の
は
「
ま
ち
の

　

作
業
し
た
の
は
「
ま
ち
の

保
育
園
鎌
倉
」
の
３
、
４
歳

保
育
園
鎌
倉
」
の
３
、
４
歳

児
1010
人
と
保
育
士
た
ち
で
、

人
と
保
育
士
た
ち
で
、

普
段
、
土
に
触
れ
る
機
会
が

普
段
、
土
に
触
れ
る
機
会
が

少
な
い
子
ど
も
た
ち
に
植
物

少
な
い
子
ど
も
た
ち
に
植
物

や
土
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

や
土
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
呼
び
か
け
た
。
今
後
は
水

と
呼
び
か
け
た
。
今
後
は
水

や
り
な
ど
も
少
し
ず
つ
行
っ

や
り
な
ど
も
少
し
ず
つ
行
っ

て
も
ら
う
と
い
う
。

て
も
ら
う
と
い
う
。

　

京
急
電
鉄
と
逗
子
マ
リ
ン

　

京
急
電
鉄
と
逗
子
マ
リ
ン

連
盟
の
初
め
て
の
コ
ラ
ボ

連
盟
の
初
め
て
の
コ
ラ
ボ

「
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

「
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

inin
逗
子
海
岸
」
が
６
月
２
日

逗
子
海
岸
」
が
６
月
２
日

に
行
わ
れ
、
同
海
岸
で
の
最

に
行
わ
れ
、
同
海
岸
で
の
最

大
規
模
の
海
岸
美
化
に
約
千

大
規
模
の
海
岸
美
化
に
約
千

人
が
集
ま
っ
た

人
が
集
ま
っ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

昨
夏
鎌
倉
の
由
比
ガ
浜
海

　

昨
夏
鎌
倉
の
由
比
ガ
浜
海

岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ク
ジ

岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ク
ジ

ラ
の
胃
の
中
か
ら
プ
ラ
ス

ラ
の
胃
の
中
か
ら
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
が
発
見
さ
れ

チ
ッ
ク
ご
み
が
発
見
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
県
は
持
続

た
こ
と
か
ら
、
県
は
持
続

可
能
な
社
会
を
目
指
す
Ｓ

可
能
な
社
会
を
目
指
す
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
と
し

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
と
し

て
「
か
な
が
わ
プ
ラ
ご
み

て
「
か
な
が
わ
プ
ラ
ご
み

ゼ
ロ
宣
言
」
を
発
表
し
賛

ゼ
ロ
宣
言
」
を
発
表
し
賛

同
企
業
を
募
集
。
こ
れ
に

同
企
業
を
募
集
。
こ
れ
に

応
募
し
た
同
社
は
「
京
急

応
募
し
た
同
社
は
「
京
急

グ
ル
ー
プ
プ
ラ
ご
み
削
減

グ
ル
ー
プ
プ
ラ
ご
み
削
減

運
動
」
の
一
環
で
今
回
の
企

運
動
」
の
一
環
で
今
回
の
企

画
を
提
案
し
、
地
元
で

画
を
提
案
し
、
地
元
で
2020
年

以
上
の
実
績
を
持
つ
同
マ
リ

以
上
の
実
績
を
持
つ
同
マ
リ

ン
連
盟
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
選

ン
連
盟
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
選

ん
だ
。

ん
だ
。

　

毎
月
第
一
日
曜
日
の

　

毎
月
第
一
日
曜
日
の
1313
時

か
ら
活
動
を
行
っ
て
い
る
逗

か
ら
活
動
を
行
っ
て
い
る
逗

子
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
隊
の
小

子
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
隊
の
小

林
太
樹
隊
長
（

林
太
樹
隊
長
（
3636
）
は
「
普

）
は
「
普

段
は
１
５
０
〜
２
０
０
人
く

段
は
１
５
０
〜
２
０
０
人
く

ら
い
の
参
加
者
だ
が
、
今
日

ら
い
の
参
加
者
だ
が
、
今
日

は
一
般
の
方
が
多
く
集
ま
っ

は
一
般
の
方
が
多
く
集
ま
っ

て
く
れ
て
う
れ
し
い
」
と
手

て
く
れ
て
う
れ
し
い
」
と
手

応
え
。
参
加
者
た
ち
は
配
布

応
え
。
参
加
者
た
ち
は
配
布

さ
れ
た
分
別
袋
に
ご
み
を
回

さ
れ
た
分
別
袋
に
ご
み
を
回

収
。
親
子
連
れ
も
多
く
、
横

収
。
親
子
連
れ
も
多
く
、
横

浜
在
住
の

浜
在
住
の
3030
代
の
会
社
員
は

代
の
会
社
員
は

「
ニ
ュ
ー
ス
で
海
洋
プ
ラ
ス

「
ニ
ュ
ー
ス
で
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
問
題
を
知
っ

チ
ッ
ク
ご
み
の
問
題
を
知
っ

た
。
細
か
い
も
の
も
集
め
な

た
。
細
か
い
も
の
も
集
め
な

け
れ
ば
」
と
砂
の
中
の
破
片

け
れ
ば
」
と
砂
の
中
の
破
片

を
選
別
し
て
い
た
。

を
選
別
し
て
い
た
。

　

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
後
に
は

　

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
後
に
は

宝
探
し
や
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ

宝
探
し
や
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ

グ
、
ビ
ー
サ
ン
飛
ば
し
大
会

グ
、
ビ
ー
サ
ン
飛
ば
し
大
会

な
ど
に
子
ど
も
た
ち
が
元
気

な
ど
に
子
ど
も
た
ち
が
元
気

に
参
加
。
京
急
電
鉄
広
報
部

に
参
加
。
京
急
電
鉄
広
報
部

は
「
逗
子
は
人
の
絆
が
深

は
「
逗
子
は
人
の
絆
が
深

　

鎌
倉
市
体
育
協
会
（
山
口
宇

　

鎌
倉
市
体
育
協
会
（
山
口
宇

宙
会
長
・

宙
会
長
・
3131
団
体
）
は
平
成

団
体
）
は
平
成
3030

年
度
に
活
躍
し
た
優
秀
選
手

年
度
に
活
躍
し
た
優
秀
選
手
1818

人
、
優
秀
団
体
６
、
各
団
体
が

人
、
優
秀
団
体
６
、
各
団
体
が

推
薦
す
る
功
労
者
９
人
を
５
月

推
薦
す
る
功
労
者
９
人
を
５
月

1515
日
鎌
倉
武
道
館
で
表
彰
し

日
鎌
倉
武
道
館
で
表
彰
し

た
。
カ
ッ
コ
内
は
推
薦
団
体
。

た
。
カ
ッ
コ
内
は
推
薦
団
体
。

 

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

　

【
体
育
功
労
】

　

【
体
育
功
労
】
中
西
徹
（
陸

中
西
徹
（
陸

上
）
小
此
木
久
叔
（
柔
道
）
黒

上
）
小
此
木
久
叔
（
柔
道
）
黒

崎
春
三
郎
（
弓
道
）
小
野
田
千

崎
春
三
郎
（
弓
道
）
小
野
田
千

惠
子
（
な
ぎ
な
た
）

惠
子
（
な
ぎ
な
た
） 

柴
田
浩
治

柴
田
浩
治

（
ス
キ
ー
）
佐
藤
竜
二
（
サ
ッ

（
ス
キ
ー
）
佐
藤
竜
二
（
サ
ッ

カ
ー
）
石
井
悦
子
（
ソ
フ
ト
ボ

カ
ー
）
石
井
悦
子
（
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
）
大
舘
和
夫
（
ラ
グ
ビ
ー

ー
ル
）
大
舘
和
夫
（
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）
原
勇
（
太
極

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）
原
勇
（
太
極

拳
）
拳
）【
優
秀
選
手
】

【
優
秀
選
手
】
伊
藤
槙
紀

伊
藤
槙
紀

（
卓
球
）
常
盤
潤
一
郎
・
石
澤

（
卓
球
）
常
盤
潤
一
郎
・
石
澤

瞳
・
馬
場
好
子
・
鈴
木
直
子

瞳
・
馬
場
好
子
・
鈴
木
直
子

（
水
泳
）
中
務
真
衣
（
陸
上
）

（
水
泳
）
中
務
真
衣
（
陸
上
）

長
嶋
勇
斗
・
岡
村
照
大
（
柔

長
嶋
勇
斗
・
岡
村
照
大
（
柔

道
）
道
） 

織
田
和
雄
・
前
田
忠
昭

織
田
和
雄
・
前
田
忠
昭

（
テ
ニ
ス
）

（
テ
ニ
ス
） 

菅
野
光
代
・
阿
部

菅
野
光
代
・
阿
部

朔
弥
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

朔
弥
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
） 

根
本
根
本

香
織
・
舘
内
祐
樹
（
居
合
道
）

香
織
・
舘
内
祐
樹
（
居
合
道
）

鈴
木
典
子
（
太
極
拳
）
佐
々

鈴
木
典
子
（
太
極
拳
）
佐
々

木
智
之
・
藤
原
聖
佳
・
佐
藤
悠

木
智
之
・
藤
原
聖
佳
・
佐
藤
悠

里
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）

里
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）【
優
秀
団

【
優
秀
団

体
】
鎌
倉
学
園
高
校
陸
上
競
技

】
鎌
倉
学
園
高
校
陸
上
競
技

部
・
三
菱
電
機
テ
ニ
ス
日
本
リ

部
・
三
菱
電
機
テ
ニ
ス
日
本
リ

ー
グ
チ
ー
ム
・
鎌
倉
宮
カ
ン
ト

ー
グ
チ
ー
ム
・
鎌
倉
宮
カ
ン
ト

リ
ー
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
・
鎌
倉
市

リ
ー
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
・
鎌
倉
市

弓
道
協
会
Ｈ
チ
ー
ム
・
鎌
倉
市

弓
道
協
会
Ｈ
チ
ー
ム
・
鎌
倉
市

役
所
サ
ッ
カ
ー
部
・
鎌
倉
ラ
グ

役
所
サ
ッ
カ
ー
部
・
鎌
倉
ラ
グ

ビ
ー
ス
ク
ー
ル
小
６
チ
ー
ム

ビ
ー
ス
ク
ー
ル
小
６
チ
ー
ム

く
、
皆
さ
ん
が
海
岸
を
大
切

く
、
皆
さ
ん
が
海
岸
を
大
切

に
し
て
い
る
。
企
業
の
力
だ

に
し
て
い
る
。
企
業
の
力
だ

け
で
は
限
界
も
あ
る
の
で
地

け
で
は
限
界
も
あ
る
の
で
地

域
の
方
に
思
い
を
持
っ
て
も

域
の
方
に
思
い
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
三
浦
半
島
全
体

ら
え
る
よ
う
三
浦
半
島
全
体

に
活
動
を
広
げ
て
い
き
た

に
活
動
を
広
げ
て
い
き
た

い
」と
話
し
て
い
た
。

い
」と
話
し
て
い
た
。 （
Ｋ
）

（
Ｋ
）

を
開
催
し
て
い
る
。

を
開
催
し
て
い
る
。

　

長
さ
２
㍍
ほ
ど
も
あ
る
大

　

長
さ
２
㍍
ほ
ど
も
あ
る
大

太
刀
、
束
帯
天
神
像
、
境
内

太
刀
、
束
帯
天
神
像
、
境
内

の
出
土
品
や
歌
人
与
謝
野
晶

の
出
土
品
や
歌
人
与
謝
野
晶

子
が
鎌
倉
大
仏
を
詠
ん
だ
掛

子
が
鎌
倉
大
仏
を
詠
ん
だ
掛

け
軸
な
ど
鎌
倉
ゆ
か
り
の
品

け
軸
な
ど
鎌
倉
ゆ
か
り
の
品

な
ど
を
展
覧
し
、
鶴
岡
八
幡

な
ど
を
展
覧
し
、
鶴
岡
八
幡

宮
の
歴
史
か
ら
鎌
倉
文
士
に

宮
の
歴
史
か
ら
鎌
倉
文
士
に

至
る
ま
で
パ
ネ
ル
や
映
像
資

至
る
ま
で
パ
ネ
ル
や
映
像
資

料
を
交
え
て
紹
介
。

料
を
交
え
て
紹
介
。

　

７
月

　

７
月
1515
日
ま
で
。
月
曜
休

日
ま
で
。
月
曜
休

館
。
入
館
料
一
般
３
百
円
、

館
。
入
館
料
一
般
３
百
円
、

小
中
学
生
百
円
。
☎
０
４
６

小
中
学
生
百
円
。
☎
０
４
６

７
・
７
・
5555
・
９
０
３
０

・
９
０
３
０

出
版
記
念
会
で
山
内
夫
妻（
右
）

出
版
記
念
会
で
山
内
夫
妻（
右
）

2323

「
清
流
逆
川
」　

黒
川　

明

『
谷
戸
の
風
』

『
谷
戸
の
風
』

出
版
記
念
会
に
中
井
貴
一
さ
ん
ら

出
版
記
念
会
に
中
井
貴
一
さ
ん
ら

発
刊
発
刊

歴
史
や
文
化
を
広
く
紹
介

歴
史
や
文
化
を
広
く
紹
介

鎌
倉
文
華
館「
季
節
展
示
・
夏
」

鎌
倉
文
華
館「
季
節
展
示
・
夏
」

若
宮
大
路
の
花
植
え

若
宮
大
路
の
花
植
え

保
育
園
児
も
参
加

保
育
園
児
も
参
加

か
ま
く
ら
桜
の
会

か
ま
く
ら
桜
の
会

逗
子
で
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

逗
子
で
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

京
急
電
鉄
が
地
元
団
体
と
コ
ラ
ボ

京
急
電
鉄
が
地
元
団
体
と
コ
ラ
ボ

体
育
功
労
者
・
優
秀

体
育
功
労
者
・
優
秀

選
手
・
団
体
を
表
彰

選
手
・
団
体
を
表
彰

鎌
倉
市
体
協

鎌
倉
市
体
協

土
用
の
丑

土
用
の
丑

７
月
７
月
2727
日日

う
な
ぎ

う
な
ぎ    

茅
木
家

茅
木
家

2019年2019年

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

２０１９年（令和元年）７月１日 第484号 1部　108円 （８）


